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論文内容の要旨 
 

Helicobacter pylori（H.pylori）持続感染の多くは 5 歳以下で生じる。成人の H.pylori 感
染は発癌のリスクとなるが、小児期からの感染の関与については明らかではない。 
 本研究では、H.pylori に感染した小児と成人の胃粘膜上に発現する免疫・癌関連分子の発

現を、microarray を用いて比較検討し小児期における除菌療法の必要性を検討する。 
 当院小児科および消化器内科において、腹痛・悪心・嘔吐などの消化器症状に対して上部

消化管内視鏡検査および胃粘膜組織生検を施行した患者を対象とした。H.pylori 感染小児群、

非感染小児群、感染成人群、非感染成人群、各々6 症例、合計 24 症例の胃粘膜（前庭部・胃

体部）を用い、microarray にて免疫・癌関連分子の発現を網羅的に比較検討した。また、

microarray 上、有意差を認めた分子の中から炎症や発癌、感染、粘膜萎縮に関する分子を選

定し、real-time PCR を用いて定量的に評価した。 
 小児、成人とも感染の有無によって免疫・癌関連分子に発現の変化が確認された。成人感

染群でより強い発現のもの（OLFM4）、成人・小児感染群で同等に発現するもの（LCN2，
REG3A，PIM2，CXCL13）、などが確認された。 
 H.pylori 感染における発癌の機序として、癌関連分子の発現の亢進及び慢性炎症性変化の

関与が指摘されている。小児期の粘膜において、発癌抑制因子と考えられる OLFM4 の弱発

現、癌促進に働くとされる REG3A、PIM2、および慢性炎症性変化に関与する CXCL13 な

どの強発現が確認され、将来の癌化の危険因子と考えられ、小児期における除菌療法の必要

性が示唆された。 


